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 はじめに 

 

こちらの語彙辞典は、 

小説投稿サイト『小説家になろう』で公開している 

【小説・ラノベの書き方講座｜ビジネス思考の創作論】の中の 

『小説・ラノベの文章表現を豊かにする 50音別の語彙辞典』を 

ＰＤＦレポート形式に整理したものです。 

 

 

多くの語を記憶することで、 

あなたの文章表現力は 

今よりも豊かなものとなります。 

 

『１日５語ずつ』などのように目標を決めて、 

今の自分が知らない語を暗記していきましょう。 

 

 

なお、こちらの語彙辞典は 

ノマドクリエイターのショウヘイが 

趣味の一環で制作したものです。 

 

商用で販売するつもりは一切ないので、 

あなたの友人・知人の作家仲間に 

自由に配布してくださって構いません。 
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 「も」で始まる語彙辞典 

 

もう‐か【猛火】 

激しく燃える火。すさまじい火炎。みょうか。「―に包まれる」「地獄の―」 

 

 

もうけ‐ずく【儲け尽く】 

もうけることだけを考えて物事をすること。「―の仕事」 

 

 

もうけ‐もの【儲け物】 

思いがけなく得た利益。拾い物。「うまくいけば―だ」 

 

 

もう‐げき【猛撃】 

［名］(スル) 

激しく攻撃すること。猛攻。「軍事拠点を―する」 

 

 

もうし‐あわせ【申（し）合（わ）せ】 

話し合って決めること。また、その取り決め。「―どおりに事を運ぶ」「―事項」 

 

 

もうし‐あわ・せる【申（し）合（わ）せる】 

［動サ下一］［文］まうしあは・す［サ下二］ 

相談して取り決める。話し合って約束する。「集合時刻を―・せる」  
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もうし‐そ・える【申（し）添える】 

［動ア下一］［文］まうしそ・ふ［ハ下二］ 

付け加えて申し上げる。「念のため―・えます」 

 

 

もうし‐ひらき【申（し）開き】 

非難を受けたり疑惑をまねいたりした事柄について、そうせざるをえなかった理由

や身の潔白を述べること。弁明。釈明。言い開き。「―をする」「―が立たない」 

 

 

もう‐しゃ【盲射】 

［名］(スル) 

むやみやたらに射撃すること。「機銃で―する」 

 

 

もう‐しゃ【猛射】 

［名］(スル) 

激しく射撃すること。猛烈な射撃。「―を受ける」「敵陣を―する」 

 

 

もう‐しゅう【猛襲】 

［名］(スル) 

激しく襲いかかること。猛烈な襲撃。「敵陣を―する」 

 

 

もう‐しん【妄信】 

［名］(スル) 

むやみやたらに信じること。ぼうしん。「記事を―するな」  
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もう‐しん【盲信】 

［名］(スル) 

わけもわからず、ただひたすらに信じること。「権威の説として―する」 

 

 

もう‐しん【盲進】 

［名］(スル) 

あとさきのことを考えず、ひたすら進むこと。「勢いにまかせて―する」 

 

 

もう‐しん【猛進】 

［名］(スル) 

勢い激しく突き進むこと。「わき目も振らず―する」「猪突(ちょとつ)―」 

 

 

もう‐じゅう【盲従】 

［名］(スル) 

分別なくひたすら人の言うままになること。「権威に―する」 

 

 

もう‐せい【猛省】 

［名］(スル) 

きびしく反省すること。「―を促す」「今までの態度を―する」 

 

 

もう‐せつ【妄説】 

根拠不明のでたらめな話。ぼうせつ。「取るに足らぬ―」 

 

 

もう‐ぜん【猛然】 

［ト・タル］［文］［形動タリ］ 

勢いの激しいさま。「―と駆けだす」  
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もう‐つい【猛追】 

［名］(スル) 

激しく追いかけること。「敵を―する」 

 

 

もう‐はんげき【猛反撃】 

［名］(スル) 

相手の攻撃に対して、激しく攻めかえすこと。「リードを許した九回裏に―を見せる」 

 

 

もう‐はんぱつ【猛反発】 

［名］(スル) 

ある意見や行動を受け入れず、激しく否定・反抗すること。「施設の移転に住民は―

した」 

 

 

もう‐ばく【盲爆】 

［名］(スル) 

目標を確定せず、むやみやたらに爆撃すること。「首都を―する」 

 

 

もう‐ばく【猛爆】 

［名］(スル) 

激しく爆撃すること。「敵地を―する」 

 

 

もうもく‐てき【盲目的】 

［形動］ 

愛情や情熱・衝動などによって、理性的な判断ができないさま。「わが子への―な献

身」  
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蒙(もう)を啓(ひら)・く 

《「啓蒙(けいもう)」を訓読したもの》 

道理にくらい者や知識に乏しい者を教え導く。啓蒙する。 

 

 

燃(も)え杭(ぐい)には火がつきやすい 

一度関係のあった者は、いったん縁が切れたあとでも、また、もとの状態にかえり

やすい。多く男女の関係にいう。 

 

 

もえ‐さし【燃え止し】 

燃えきらないままで残ったもの。もえのこり。「薪の―」 

 

 

もえ‐わた・る【萌え渡る】 

［動ラ四］ 

草木が一面に芽吹く。ことごとく芽ぐむ。 

 

 

もく‐さつ【黙殺】 

［名］(スル) 

無視して取り合わないこと。「提案を―する」 

 

 

もく‐ざ【黙座】 

［名］(スル) 

だまったまますわっていること。 

 

 

もく‐し【黙視】 

［名］(スル) 

だまって見ていること。関係せずに見守ること。「惨状を―するに忍びない」  
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もく‐しょう【目笑】 

［名］(スル) 

目と目を見合わせて笑うこと。目くばせして笑うこと。「―を交わす」 

 

 

藻屑(もくず)と消・える 

海に沈んで死ぬたとえ。「海戦で多くの兵士が―・えた」 

 

 

もく‐ぜん【黙然】 

［ト・タル］［文］［形動タリ］ 

口をつぐんでいるさま。もくねん。「―と座っている」 

 

 

もく‐そう【目送】 

［名］(スル) 

移り過ぎていくものを、目で追いながら見送ること。 

 

 

もく‐そう【黙想】 

［名］(スル) 

黙って考えにふけること。黙思。「―にふける」 

 

 

もく‐そく【目測】 

［名］(スル) 

目で見て、おおよその高さ・長さ・広さなどをはかること。「―を誤る」「天井まで

の高さを―する」  
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もく‐だく【黙諾】 

［名］(スル) 

はっきりと言葉には出さないが、それとなく承諾の意を表すこと。黙許。 

 

 

もく‐れい【目礼】 

［名］(スル) 

目を交わして礼をすること。「―して通りすぎる」 

 

 

もたせ‐ぶり【持たせ振り】 

［名・形動ナリ］ 

気をもたせるような言動をすること。また、そのさま。 

 

 

もた‐つ・く 

［動カ五（四）］ 

物事がうまくはかどらない。もたもたする。「審議が―・く」 

 

 

もち‐おもり【持（ち）重り】 

初めはそうでもないのに、持っているうちにだんだん重く感じること。「―のする包

みを抱え直す」 

 

 

もち‐ふる・す【持（ち）古す】 

［動サ五（四）］ 

長い間持っていて新しさをなくす。「―・したかばん」 

 

 

もち‐まわり【持（ち）回り】 

一つの物事が関係する人に順次回っていくこと。「次回から幹事は―とする」  
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もち‐まわ・る【持（ち）回る】 

［動ラ五（四）］ 

物や用件などを持って関係者のところを順に回っていく。「見本を―・る」「試案を

―・る」 

 

 

持(も)ちも提(さ)げもなら◦ぬ 

なんとも処置する方法がない。「交渉がこじれて―◦ぬ」 

 

 

もっ‐か【黙過】 

［名］(スル) 

知っていながら黙って見すごすこと。「―しがたい過失」 

 

 

もっけ‐がお【物怪顔】 

不思議そうな顔つき。 

 

 

もっけ‐の‐さいわい【物怪の幸い】 

思いがけない幸運。「電話を―に席を立つ」 

 

 

もっ‐こう【黙考】 

［名］(スル) 

黙って考えること。「目をとじて―する」「沈思―」 

 

 

もったい‐くさ・い【勿体臭い】 

［形］［文］もったいくさ・し［ク］ 

いかにももったいぶっている。  
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持(も)って生まれた 

生まれつき備わっている。生得(しょうとく)の。「―性分(しょうぶん)」 

 

 

もっとも‐しごく【尤も至極】 

［名・形動］ 

全く道理にかなっていてうなずけること。また、そのさま。尤も千万。「―な理由」 

 

 

専(もっぱ)らに◦する 

ひとり占めにする。ほしいままにする。「権力を―◦する」 

 

 

本(もと)を正(ただ)・す 

物事の起こりや原因を調べて、はっきりさせる。「―・せばすべて自分が悪い」 

 

 

もの‐あたらし・い【物新しい】 

［形］［文］ものあたら・し［シク］ 

なんとなく新しい。「模様替えした部屋を―・い感じで眺める」 

 

 

もの‐う・い【物憂い】 

［形］［文］ものう・し［ク］ 

① なんとなく心が晴れ晴れしない。だるくておっくうである。「―・い気分」 

② 苦しい。つらい。 

 

 

もの‐おそろし・い【物恐ろしい】 

［形］［文］ものおそろ・し［シク］ 

なんとなく恐ろしい。「―・い吠え声」  
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物(もの)が分か・る 

道理や理屈がよくわかる。「―・る人に相談する」「―・らない年齢でもあるまい」 

 

 

もの‐ぐるおし・い【物狂おしい】 

［形］［文］ものぐるほ・し［シク］ 

何かにとりつかれて正気を失っているようである。また、気が変になりそうである。

「―・く感じられるほど魅力的な女性」「―・い思い」 

 

 

もの‐ごし【物越し】 

間に物を隔てていること。物を隔てて何かをすること。「―に話をする」 

 

 

もの‐さびし・い【物寂しい】 

［形］［文］ものさび・し［シク］ 

なんとなくさびしい。うらさびしい。「―・い光景」 

 

 

もの‐さ・びる【物寂びる】 

［動バ上一］［文］ものさ・ぶ［バ上二］ 

どことなく古びてみすぼらしい感じがする。また、古びて趣がある。「―・びた社(や

しろ)」 

 

 

もの‐さび・れる【物寂れる】 

［動ラ下一］ 

なんとなくさびれた感じになる。「―・れた町はずれ」  
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もの‐さわがし・い【物騒がしい】 

［形］［文］ものさわが・し［シク］ 

① なんとなく騒々しい。「―・い場内」 

② 世の中などの状態が穏やかでない。物騒(ぶっそう)である。「発砲事件が頻発し

て―・い」 

 

 

もの‐しずか【物静か】 

［形動］［文］［ナリ］ 

① ひっそりとしているさま。静かなさま。「―な住宅地」 

② 言動が落ち着いて穏やかなさま。「―な性格」 

 

 

ものしり‐がお【物知り顔】 

［名・形動］ 

いかにも物事を知っているような顔つき。また、そのさま。「―に語って聞かせる」 

 

 

もの‐の‐ついで【物の序で】 

何かをするおり。何かの物事のついで。「―に調べてみる」 

 

 

もの‐の‐はずみ【物の弾み】 

ちょっとした成り行き。そのときの勢い。「―で本音を言ってしまう」 

 

 

ものみ‐だか・い【物見高い】 

［形］［文］ものみだか・し［ク］ 

何でも珍しがって見たがるさま。好奇心が強い。「―・い群集に取り巻かれる」  
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もの‐わびし・い【物侘しい】 

［形］［文］ものわび・し［シク］ 

なんとなくわびしい。「夕暮れはいつも―・い」 

 

 

紅葉(もみじ)のような手 

幼い子の、小さくてかわいらしい手の形容。 

 

 

紅葉(もみじ)を散ら・す 

恥ずかしさや怒りなどで顔を赤らめる。「顔に―・す」 

 

 

もり‐ころ・す【盛（り）殺す】 

［動サ五（四）］ 

毒薬を飲ませて殺す。また、投薬を誤り、病人を死なせる。「謀って―・す」 

 

 

もり‐た・てる【盛（り）立てる】 

［動タ下一］［文］もりた・つ［タ下二］ 

皿などに料理を立派に盛りつける。「マグロや鯛などを―・てて客に出す」 

 

 

諸手(もろて)を挙(あ)・げる 

無条件に、また積極的に歓迎する。「―・げて賛成する」 

 

 

もん‐ざい【問罪】 

［名］(スル) 

罪を問いただすこと。「きびしく―する」  
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もん‐し【悶死】 

［名］(スル) 

もだえ苦しんで死ぬこと。もだえじに。「悲嘆のうちに―する」 

 

 

もん‐せき【問責】 

［名］(スル) 

問いただすこと。責任を問うこと。「担当者を―する」  
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 おわりに 

 
 

【あいさつ】 

  

語彙辞典を読んでくださり、ありがとうございました。 

 

当レポートを制作したショウヘイと申します。 

 

 

私は旅する作家という生き方を理想としています。日本や世界の各地を渡り歩くこ

とで、作家としての引き出し（人生経験）を増やし、より良質な物語を世に送り出

し続ける……そんな自由な作家生活です。 

 

また、個人で稼ぐ能力を身に付けることで、会社に時間と場所を縛られない人生の

実現も目指します。個人で安定した収入を得られれば、出版社の編集者の言いなり

にならずに、自分が心から好きな物語を創作できるようにもなるからです。 

 

 

私が運営しているブログ【ノマドクリエイターの執務室】では、旅する作家になる

ために役立つ情報を発信しています。もちろん、小説家・ラノベ作家として活躍す

るために役立つ創作論も公開しています。 

 

時間と場所に縛られない、新しい作家の生き方に興味がありましたら、ぜひブログ

を覗いてみてください。   

   

       ↓   ↓    ↓ 

 

■ ブログ：ノマドクリエイターの執務室（https://ノマドクリエイター.net） 

 

 

https://ノマドクリエイター.net/
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